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研究分野：建築設計、構造計画

この研究は、狭小間口の小住宅を対象に、壁面全体と床面全体で面的な連続ラーメ
ンを構成することにより間口方向に壁のない筒抜けの空間をつくる“木質面ラーメン
構法”の開発です。

従来、木造住宅の耐震性能は筋交い、合板の面内せん断抵抗により確保してきまし
た。狭小間口住宅で大きな地震被害が生じるのは、両方向に等しく壁量が必要という
木造構法と狭小間口住宅の特性が合っていないということによります。我々が開発し
た木造構法は、壁面全体と床面全体で面的な連続ラーメンを構成することにより間口
方向に壁を全く用いることなく充分な耐震性能を確保するものです。

狭小間口で自由な建築空間を可能にする木造新工法

架構イメージ 実施工風景 2層実大実験試験体

この構法を都市の住宅密集地における狭小間口住宅に適用すれ
ば、限られた敷地の中で空間を閉鎖することなく開口幅を十分有
効に活用した自由な居住空間を可能にします。

また、合板やツーバイフォー規格材など、ごく一般的な材を
使って実現します。特殊な材料や高度な技術を用いないので汎用
性が高く、広く普及することが見込まれます。これにより、わが
国の住宅環境における最大の課題である小住宅の耐震性、居住環
境向上に貢献します。

実大実験を行い、一般の木造建築に比べて優れた変形能力を有
することを確認しました。また、実験結果を基に3層住宅の試設
計をおこない、この研究開発で対象とした範囲内で3層住宅とし
ての必要な耐力を保持することが可能であり、実建物への適応が
可能であることを確認しています。

開放的な室内空間
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研究分野：持続可能な地域づくり、市民参加・協働、NPO、環境社会学

:https ://hiraokashun.jimdo.com/

地域・自治体レベルでの市民参加・協働による「持続可能な地域づくり」に関心を
もち、取り組みを推進するための仕組み、プロセス、組織体制などの「ガバナンス」
構築のあり方等について、国内各地でのフィールドワークを通して研究を行っている。

市民参加・協働型の持続可能な地域づくり推進
のためのガバナンス構築に関する研究

■地域協働型再生エネルギー事業を支える中間支援組織の整備・強化に関する研究

地域内の複数の主体が連携して展開する「地域協働型再生可能エネルギー事業」の推進を知的・人的な
面から支える中間支援活動に注目し、特にその担い手である地域密着型の中間支援組織の整備・強化のあ
り方について、国内、欧州の関連組織を対象にした事例調査にもとづいて考察を行っている。

■持続可能な地域づくり活動においてNPO・市民セクターが担う機能に関する研究

地域の諸主体の参加・協働によって展開される環境保全を軸とした地域づくり活動において「NPO・市民
セクター」が担う機能に注目し、その取り組みプロセスや他の主体との役割分担、関係性などについて、
国内各地のNPOを対象にした事例調査をもとに考察している。

■市民参加・協働型の持続可能な地域づくり活動の推進体制に関する研究

市民参加・協働型の持続可能な地域づくり活動の推進体制のあり方について研究するために。国内各地
で設立された、参加・協働型環境政策の推進組織「環境パートナーシップ組織」の存在に注目し、先行組
織の機能、社会的意義、近年の停滞化の要因などについて調査、考察を行っている。
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図 地域協働型再エネ事業と中間支援組織のイメージ
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